
大規模災害時などに
駐車場の一部やトイレを提供

小林地区遊技業組合と協定締結

　７月 13 日、小林地区遊技業組合（岩
いわ し た

下正
まさ お み

臣組
合長）と西諸３市町は「災害時等での施設利用の
協力に関する協定」を締結しました。大規模災害
時に同組合加入店舗の駐車場の一部やトイレを提
供いただくことで、やむを得ない事情で車中避難
をする人の安全を確保することが目的。岩下組合
長は「災害時に自宅にいることが不安になったら、
近くの店舗を活用してほしい」と話していました。
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表紙は、野尻小学校で開催された「東麓六月灯
まつり」の様子です。会場を彩ったのはカラフ
ルなイラストなどが描かれた約 110 個の灯籠。
同校の児童が絵を描き、地域住民約 40 人が一
つひとつ丁寧に貼り付けて制作しました。（関
連記事は 13 ㌻）

今月の表紙
３年ぶりに開催された東麓六月灯まつり
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㈱サザンクロスシステムズ
教育環境の充実を目的に寄付

企業版ふるさと納税

　７月 18 日、株式会社サザンクロスシステムズ
（永

なが た

田英
えいいちろう

一郎代表取締役社長）が、市へ 100 万円
を寄付しました。本市出身の永田社長の意向で、
寄付金は市内小中学校の ICT 環境の充実に活用
予定です。寄付贈呈式で永田社長は「どういっ
た仕事にも ITは必要なので、小・中学生の時か
ら ITに触れて知識を高めてほしい」とあいさつ。
同社とは連携協定も締結しており、昨年度から業
務の効率化にも取り組んでいます。


